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法学会記事

71－3・4－231（名城　'22）

　法 学 会 記 事　

　◇　公法研究会（修士論文報告会）

会　　場　10号館 2階第一大会議室
日　　時　2022年 1月 25日（火）13時 30分より
報 告 者　丹羽　絵美里氏（名城大学大学院法学研究科修士課程）
報告題目　「財産評価基本通達によらない評価が可能となる『特別

の事情』の検討」

報 告 者　大橋　典子氏（名城大学大学院法学研究科博士後期課程）
報告題目　「私人間における国籍・民族的出差別　―フジ住宅事件

を素材として―」
大阪高判第 2民事部 2021（令 3）年 11月 18日・2021
（令 2）年（ネ）第 1866号



法学会規約

71－3・4－233（名城　'22）

　　　◇名城大学法学会規約

（名称）
第 1条　本会は、名城大学法学会と称する。
（事務所）
第 2条　本会の事務所は、名城大学法学部事務室に置く。
（目的）
第 3条　本会は、会員の法学研究の向上をはかり、もってわが国法学研究

の発展に寄与することを目的とする。
（事業）
第 4条　本会は、その目的を達するために下記の事業を行う。
　 1　紀要「名城法学」・研究選書等の刊行
　 2　定例研究会の開催
　 3　学術講演会の開催
　 4　会員の研究の充実及び勉学の向上に必要な事業
　 5　その他必要な事業
（会員）
第 5条　本会は、次の者をもって組織する。
①　普通会員
　 1　本学法学部専任教員（法律学・政治学担当）
　 2　本学法学部・法学研究科学生
②　特別会員　
　 1　賛助会員
　　（イ）本学法学部特任・契約教員（法律学・政治学担当）
　　（ロ）本学法学部・法学研究科卒業生
　　（ハ）本会の趣旨に賛同し、理事会の承認を経た者
　 2　名誉会員
　　（イ）本会の発展に特に功労があり、評議員会の決議を経た者
（会費）
第 6条　会員は、別表に定めるところにより、会費を納めるものとする。



法学会規約

71－3・4－234（名城　'22）

（役員）
第 7条　本会は、次の役員を置く。
　 1　会　長　 1人
　 2　理　事　若干人
　 3　監　事　若干人
（役員の選任及び任期）
第 8条　会長は、法学部長をもって充てる。
②　役員は、評議員の中から会長が指名し、評議員会の承認を得る。
③　役員の任期は 2年とし、再任を妨げない。
（役員の任務）
第 9条　会長は、会務を統括し、会議の議長となり本会を代表する。
②　会長及び理事ならびに監事は理事会を組織する。
③　理事には、編集、会計及び庶務の担当を設ける。
④　監事は、会計及び会務執行の状況を監査する。
（評議員会）
第10条　評議員会は、毎年 1回以上開く。
②　評議員は、教員の普通会員をもって充て、評議員会を組織し、本会の
最高の意思を決する。
（議決）
第11条　評議員会は、評議員の過半数の出席をもって成立し、その議事は

出席評議員の過半数をもって決する。
（議事）
第12条　評議員会は、次の事項を議決する。
　 1　予算、決算に関する事項
　 2　事業計画に関する事項
　 3　規約改正に関する事項
　 4　その他、理事会が必要と認める事項
（事務処理）
第13条　本会の事務は、法学部事務室でこれを行う。



法学会規約

71－3・4－235（名城　'22）

（規約の改正）
第14条　本規約を改正するには、評議員会において出席評議員の 3分の 2

以上の賛成を得なければならない。
（会計年度）
第15条　本会の会計年度は、毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終

わるものとする。
（内規）
第16条　この規約の施行に関し必要な事項は、内規でこれを定める。

　　　附　則
　　この規約は昭和 25年 6月 25日から施行する。
　　　附　則
　　この規約は平成 2年 4月 26日から施行する。
　　　附　則
　①　この規約は平成 11年 3月 11日から施行する。
　②　教員の年会費は平成 11年度より学生会員の入会金及び年会費は平
成 12年度から実施する。

　　　附　則
　　この規約は平成 15年 4月 24日から施行する。
　　　附　則
　　この規約は平成 23年 11月 10日から施行する。

別表（第 6条関係）
　普通会員（教員）　入会金　5,000円　　会費　年額 10,000円
　普通会員（学生）　入会金　5,000円　　会費　年額 7,000円
　賛助会員　　　　　入会金　5,000円　　会費　年額 10,000円
　　＊従来、 普通会員であった賛助会員は、 入会金を納めることを要しない。
　　＊名誉会員は、入会金及び会費を納めることを要しない。
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